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川鍋さく 
 

夏の夜道 

 
閉店間際のスーパーの生花コーナーで買った 

１５０円の一輪ヒマワリ 

右手に軽く握って 

街灯まばらな夏の夜道を歩く 

なるたけゆっくり 

立ち止まりそうな速度で 

 

どこかの電柱で 

昼間とは違う声音で蝉が鳴いている 

後ろから自転車が追い越して行く 

懐かしいせっけんの香りが残る 

空の遠い所で 

薄い雲の中を飛行機が静かに飛んでいく 

 

すぐ足元の 

蓋の外れた側溝から 

猫だか鼬だかわからない黒い影が飛び出して 

目の前をさっと横切った 

 

そこからは 

風の吹かない夏の夜道 

 

ぼんやりとした街灯の下 

水を含んだヒマワリの茎を握る右手の中だけ 

ひんやり涼しい 

 

 

 

 



 

 

 

＊＊ 川鍋のぶつぶつ独り言 ＊＊ 

 自宅から少し歩いたところに商店街があります。たまにしか行かないのですが、な

かなか充実した商店街で、お客さんも多く日中は程よい活気があります。先日久しぶ

りにその商店街を通りました。ちょうどお昼時だったので、商店街の中のいろんな飲

食店からいい匂いが漂っていました。喫茶店、ラーメン屋、お好み焼き屋、うどん屋、

定食屋……。いいなぁ、この中のどれかに入って食べてみたいなぁ、と思うものの、

どのお店も昔からある地元のお店という感じで、移住新参者が一人で入るには少し勇

気が要ります。その日は商店街を通って別の目的地に行かなければならなかったので、

お店をちらちら眺めながら少し足早に歩きました。 

 もうすぐ商店街の出口（入口）という所に来て、私は思わず足を止めました。そこ

にあったのは鰻屋さん。こちらもいかにも昔ながらという雰囲気。お店の中からは、

大将とお客さんでしょうか、親し気な会話と笑い声が聞こえます。店先には持ち帰り

用の鰻の蒲焼が販売ケースの中に並んでおり、食欲をそそられます。が、私が足を止

めたのは鰻が美味しそうだったからではありません（鰻はとても美味しそうでした）。 

鰻の販売ケースのすぐ隣に見慣れぬ光景があったからです。 

 そこには、会議室にあるような折り畳みの長机がセットされており、その上に虫籠

が３つ並んでいました。その虫籠の中にはクワガタやカブトムシが入っており、それ

ぞれの虫籠に値札が付いているのです。鰻屋さんでクワガタやカブトムシを売ってい

るのなんて初めて見ました。もしかして世代によっては、こういう光景は風物詩的な

ものなのでしょうか？でも、香ばしく焼けた鰻の隣に黒く艶めくクワガタとカブトム

シ。食欲的にはなんだか……。いやぁ、夏ですね。 


